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過去の報告とも一致 していた.

今後FLA王Rで髄液の高信号を望 した症例に対

し,器質的疾患以外に,高酸素授与によるアーチ

ファク トを考慮する必要性を示 した3症例であっ

た.

7 ガドリニウム造影剤を用いて内頚動脈ステン

ト留置術を行ったヨード造影剤過敏症患者の

1例

解未 発 ･森田幸太郎 ･本山 浩

阿部 博史 ･高野 弘基*

立川綜合病院循環器 ･脳血管 センタ-

脳神経外科

同 神経内科*

【はじめに】我々はヨー ド造影剤過敏をもつ内

頚動脈狭窄患者に対 して,ガ ドリニウム (Gd)

造影剤を用いて脳血管内治療を行い良好な結果を

得たま症例を経験 したので報告する.

症例は75歳,男性.心臓弁膜症の既往があり,

以前の心臓カデーテ)i,検査でヨ- ド造影剤使用に

よる重篤な副作用が認められていた.平成 22年

初旬,心不全が悪化 し心臓手術が予定 されたが,

術前評価で左内頚動脈高度狭窄が認められ同部位

の脳血管内治療を優先する方針とされた.既往か

ら治療にはGd造影斉摘ミ選択 された.充分な術前

計画といくつかの工夫により良好な造影効果を得

て治療は完遂され,術後合併症なく独歩退院した,

【結論】ヨ- ド造影剤過敏症患者に対する脳血

管内治療に Gd造影剤を紺いることは有用な選択

肢となりうる.一方で保険適用外であり,腎不全

患者での重篤な副作用が報告されるなどその使用

には憤重な検討が必要と思われた
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1 腹部の画像診断の極意
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2 脳血管内治療のための画像診断のキーポイン

ト:より効果的な治療のために
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Ⅰ.一 般 演 題

1 放射線誘発と考えられた下顎骨悪性線維性組

織球腫の 1例
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放射線治療で生 じた下顎骨骨髄炎に続発 したと

推測 される悪性線維性組織球腫 (MPH)の l例

を経験 したのでその概要を報告する.患者 :44

歳,女性.主訴 :右側下顎角部の腫脹.現病歴 :

1989年 25歳晴着側頭部悪性 リンパ腫.放射線 ･

化学療法で寛解 し経過観察終了.2008年 8月に右


